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復興庁行政事業レビュー行動計画 

 

平成２５年 ５月３０日  

平成２６年 ４月 ９日改訂 

平成２７年  ４月３０日改訂 

平成２８年  ４月１３日改訂 

平成２９年 ４月１８日改訂 

平成３０年  ４月１７日改訂 

平成３１年 ４月 ９日改訂 

令和 ２年 ４月１６日改訂 

令和 ２年 ８月 ４日改訂 

令和 ３年 ４月１２日改訂 

令和 ４年 ４月 ５日改訂 

令和 ５年 ５月３０日改訂 

令和 ６年 ５月３０日改訂 

復 興 庁 

 

Ⅰ 目的 

 

この計画は、エビデンス（根拠）に基づく政策立案（以下「ＥＢＰＭ」という。）の

手法等を用いて、事業の進捗や効果について成果目標に照らした点検を行い、事業の改

善、見直しにつなげるとともに、予算の支出先や使途の実態把握、自己点検等を行い、

その結果を予算の概算要求や執行等に反映させる行政事業レビュー（以下「レビュー」

という。）について必要な事項を定め、事業目的に即した予算の企画・立案、予算要求

及び予算執行を図ることを目的とする。 

また、国からの資金交付により新設又は積み増し（以下「造成」という。）された基

金（以下「基金」という。）については、適正かつ効果的、効率的に国費を活用する観

点から、執行状況等を継続的に把握し、基金を用いて行う事業（以下「基金事業」とい

う。）の進捗や効果について厳格に検証を行い、執行の改善につなげるとともに、使用

見込の低い資金は返納するというＰＤＣＡサイクルを実践していくことが重要であるこ

とから、必要な事項を定め、レビューの枠組みの下、基金の適切な管理を図ることを目

的とする。 

 

Ⅱ レビューの取組体制 

 

復興庁におけるレビューは、以下の復興庁行政事業レビュー推進チーム（以下「チー

ム」という。）を中心とした体制で実施する。なお、主担当は統括官付参事官（予算会

計企画担当）とする。 

 

統括責任者 ：統括官 

副統括責任者：統括官付審議官 

メンバー  ：統括官付参事官（予算会計企画担当）、 

統括官付参事官（ＥＢＰＭ推進担当）、 

統括官付参事官（政策評価担当） 
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Ⅲ 事業の点検等 

 

１．行政事業レビューシートの作成 

（１）事業単位の整理 

チームは、原則、毎年４月中旬を目途に、以下の事業（事務的経費、人件費等は

除く。）について、点検の対象となる事業の単位を整理する。 

・現年度：レビューシートを作成する年度（以下「現年度」という。） 

・前年度：現年度の１年前の年度（以下「前年度」という。） 

・翌年度：現年度の１年後の年度（以下「翌年度」という。） 

・前年度事業：前年度の事業（同年度限りで終了した事業を含む。以下「前年度事

業」という。） 

・新規開始事業：現年度に新規に開始した事業（以下「新規開始事業」という。） 

・新規要求事業：翌年度予算概算要求において新規に要求する事業（以下「新規要求

事業」という。） 

 

（２）行政事業レビューシートの作成 

① レビューの対象となる事業（以下「レビュー対象事業」という。）について

は、当該事業を所管する参事官等（以下「事業所管部局」という。）が、事業の

単位ごとに内閣官房行政改革推進本部事務局（以下「事務局」という。）が整備

するレビューシートシステム（以下「ＲＳシステム」という。）を用いて「行政

事業レビューシート」（以下「レビューシート」という。）を作成する。一括計

上事業については、関係府省庁において当該事業を執行する局部課等（以下Ⅲ

１．及び２．において「関係府省庁」という。）の協力を得てレビューシートの

作成を行う。 

② レビューシートの作成に当たって、事業所管部局等は、活動・成果実績、予算

の支出先、使途等を踏まえ、事業の厳格な点検を行い、その点検結果をレビュー

シート（事業所管部局による点検欄まで）に入力する。 

 

２．外部有識者及びチームによる事業の点検 

（１）外部有識者による点検 

① チームは、前年度に新規に開始した事業等、外部の視点を活用したレビューの

実施が必要と判断した事業（以下「外部有識者点検対象事業」という。）につい

て、別途指名する外部有識者によって構成される「復興庁行政事業レビュー外部

有識者会合」（以下「外部有識者会合」という。）を設置し、点検を求める。な

お、選任した外部有識者のリストをホームページにおいて公表するものとする。 

② 選定した外部有識者点検対象事業に対して、外部有識者から追加や変更の申出

があった場合は、申出に対して誠実に対応するとともに、申出のとおり対応しな

い場合は、当該申出の内容及び申出のとおり対応しない理由をホームページにお

いて公表するものとする。 

③ 公開プロセスを含む外部有識者による点検終了後、翌年度予算概算要求提出前

を目途に、レビューの取組全般について、外部有識者が大臣、副大臣又は大臣政

務官に対して、直接に講評を行う機会を設けることとする。また、講評の場に出

席できない外部有識者に対しては、書面等による講評を行う機会を設ける。 
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（２）公開プロセスの実施 

① チームは、外部有識者点検対象事業のうち、公開の場で外部の視点による検証

を行うことが有効と判断されるもののほか、事務局が、公開プロセスの候補とし

て追加すべきと判断したものを公開プロセス候補事業として外部有識者会合に示

し、外部有識者（事務局が指名した２名以上を含む。）の理解を得て公開プロセ

ス対象事業を選定し、毎年６月中を目途に公開プロセスを実施することとする。

一括計上事業については、担当府省庁の協力を得て公開プロセスを実施すること

とする。 

② 公開プロセスに参加する外部有識者は４名以上とし、復興庁が（１）で指名し

た外部有識者２名以上及び事務局が指名した外部有識者２名以上とする。 

③ 公開プロセス対象事業の選定に係る外部有識者会合については、毎年４月を目

途に開催することとし、その議事概要及び資料を速やかにホームページにおいて

公表するものとする。 

④ 選定した公開プロセス対象事業に対して、外部有識者（事務局が指名した２名

以上含む。）から追加や変更の申出があった場合は、申出に対して誠実に対応す

るとともに、申出のとおり対応しない場合は、当該申出の内容及び申出のとおり

対応しない理由をホームページにおいて公表するものとする。 

⑤ 公開プロセスの結果及び議事録は速やかにホームページにおいて公表するもの

とする。 

 

（３）チームによる点検（サマーレビュー） 

チームによる点検（サマーレビュー）は、外部有識者による点検結果を踏まえつ

つ、ＥＢＰＭの手法等を活用して、事業所管部局の指導を行い、事業の必要性、有

効性、効率性の観点から、事業全体について点検・改善につなげる。 

チームは、特に、新規開始事業及び新規要求事業については、外部有識者による

点検結果を踏まえつつ、ＥＢＰＭの手法等を活用して、事業所管部局の指導を行

い、事業の必要性、有効性、効率性の観点から、計画が適切に立てられているか、

資金が効果的、効率的に用いられる仕組みとなっているか等について点検を行うほ

か、十分な情報の開示など透明性が確保されているか等について点検を行うものと

する。 

また、チームは、点検結果を所見として、所見に至った過程・理由とともに、レ

ビューシートの所定の欄に具体的に入力する。 

 

３．概算要求等への反映 

復興庁は、チームの所見を翌年度予算の概算要求や予算執行に的確に反映させるも

のとする。チーム所見の概算要求等への反映状況について、レビューシートの所定の

欄に入力するものとする。 

 

４．レビューシートの公表 

レビューシート及びチームの所見の概算要求への反映状況については、翌年度予算

概算要求提出期限の翌日（行政機関の休日に当たるときは、行政機関の休日の翌日）

までにＲＳシステムにおいて公表するものとする。 

なお、レビューシートを公表後に現年度の補正予算が成立した場合には、レビュー

シートを作成の上、当該補正予算成立後２週間以内に公表するものとする。 
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５．行政改革推進会議による検証結果の以後の予算等への反映 

復興庁は、行政改革推進会議による検証結果を以後の予算等に的確に反映させるも

のとする。 

 

６．優良な事業改善の取組の積極的な評価 

自律的にレビューシートの品質管理を進め、事業の改善に向けた職員の意識改革・

行動変容を促すため、チームは、その活動を通じて把握した事業所管部局による自主

的な事業改善の取組のうち、優れた取組を優良事業改善事例として積極的に選定し、

チームの統括責任者等（統括責任者より上位の職位の者を含む。）から表彰する。 

優良事業改善事例については、９月末までにレビューシートとともに評価内容等を

ホームページにおいて公表するものとする。 

 

７．職員の資質向上に係る取組 

チームは、レビューにおける自己点検をより一層実効性のあるものとするため、レ

ビューシートを用いて職員に対して指導を行うものとする。 

 

Ⅳ．基金の点検等 

 

１．「基金シート」、「公益法人等に造成された基金の執行状況一覧表」及び「地方公共団

体等保有基金執行状況表」の作成 

（１）作成対象となる基金の整理 

チームは、「基金シート」、「公益法人等に造成された基金の執行状況一覧表」及び

「地方公共団体等保有基金執行状況表」の作成対象となる基金事業の単位を整理す

る。 

 

（２）「基金シート」等の作成及び公表 

① 対象となる基金については、当該基金を所管する参事官等（以下「基金所管部

局」という。）が、基金事業の単位ごとにＲＳシステムを用いて「基金シー

ト」、「公益法人等に造成された基金の執行状況一覧表」及び「地方公共団体等保

有基金執行状況表」を作成する。一括計上事業により造成された基金について

は、関係府省庁において当該基金を所管する局部課等が、「基金シート」、「公益

法人等に造成された基金の執行状況一覧表」及び「地方公共団体等保有基金執行

状況表」を作成し、チームにおいてとりまとめる。 

② 「基金シート」の作成に当たっては、基金所管部局等は、厳格な自己点検を実

施し、その点検結果を入力する。適切な入力及び厳格な自己点検が行われている

かについて、チームは外部有識者による点検を求め、点検の結果を外部有識者の

所見として基金シートの所定の欄に入力する。チームは、外部有識者による点検

結果も踏まえつつ、基金所管部局等の指導を行い、基金事業全体について点検・

改善につなげるための点検を行う。 

③ 作成された「基金シート」等は、それぞれ次に掲げる期限までにＲＳシステム

において公表を行う。 

ⅰ）基金シートの公表 ９月中旬 

ⅱ）地方公共団体等保有基金執行状況表 ９月中旬 
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２．「出資状況表」の作成 

 

（１）チームは、作成対象となる国からの出資を整理する。 

（２）対象となる出資については、国から出資を受けた法人等を所管する参事官等が、

ＲＳシステムを用いて「出資状況表」を作成する。一括計上事業による出資につい

ては、担当府省庁において当該法人等を所管する局部課等が、「出資状況表」を作

成し、チームにおいてとりまとめる。 

（３）作成された「出資状況表」については、９月中旬までにＲＳシステムにおいて公

表を行う。 

 

Ⅴ．その他 

 

１．レビューシートの活用 

チームは、作成したレビューシートの予算編成過程での活用や、ＥＢＰＭの考え方

に基づく事業の品質管理等を通じた政策効果の点検・改善を推進する。 

 

２．人事評価への反映 

人事評価の実施に当たって、評価者等は、職員のレビューにおける取組や成果につ

いて、適切に評価に反映するものとする。 

 

３．政策評価及び経済・財政一体改革との連携 

レビューの実施に当たっては、事業単位の整理や点検などにおいて、政策評価及び

経済・財政一体改革との関連性に留意しながら行うものとする。 

 

４．計画の見直し 

この計画は、進捗状況や他府省庁の取組を参考とし、必要に応じ、適時、所要の見

直しを行うものとする。 

特別な事情により、本計画のスケジュールによりがたい場合は、柔軟に対応するも

のとする。 

 

５．その他レビューの実施に必要な事項 

   事務局から、レビューの適切な実施のために必要な資料の提出及び説明の求めがあっ

た場合には適切に対応するものとする。 

 


